
国土を整え、全力で備える
国土交通省

松江国道事務所
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地域安全保障の確保（交通事故減少）

●国道９号は死傷事故率が全国平均より高い箇所が存在しており、追突事故が特に多い状況で、死亡事故も発生しています。
●なお、山陰道の開通によって、並行する国道９号の死傷事故の発生が大幅に減少する傾向が確認できています。
●出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路の開通により、国道９号における死傷事故の減少が期待されます。

出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路の開通により

国道９号の死傷事故減少に期待

資料：交通事故・道路統合データベース（H27～R4）
※開通前：H27.4～H30.12、開通後：H31.4～R4.12
注）国道９号並行現道区間は道の駅前交差点～富山入口交差点
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多伎・朝山道路の開通前後における
事故類型の変化

朝山・大田道路の開通前後における
事故類型の変化

出雲・湖陵道路及び湖陵・多伎道路
に並行する国道９号

：高速道路
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：一般県道
：その他国道・県道・市道

凡 例

■ 国道9号の死傷事故発生状況

死傷事故率

100件／億台キロ以上

43.5件／億台キロ以上（全国平均以上）

43.5件／億台キロ未満（全国平均未満）
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：死亡事故箇所
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仁万交差点

富山入口交差点

国道９号

(30件/4年)

資料：交通事故・道路統合データベース（R1～R4）
注）国道９号並行現道区間は大島交差点～道の駅前交差点

死亡事故や

重傷事故が発生
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資料：交通事故・道路統合データベース（H26～R4）
※開通前：H26.4～H30.3、開通後：H30.4～R4.3
注）国道９号並行現道区間は富山入口交差点～大田三瓶山IC交差点
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山陰道の開通により並行する 

国道９号の 死傷事故減少

資料：交通事故・道路統合データベース（R1～R4）

追突事故
の割合が高い

【事故類型別死傷事故件数】

大田三瓶山IC交差点
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人対車両 車両相互（正面衝突） 車両相互（追突）

車両相互（出会い頭） 車両相互（右左折） 車両相互（その他）
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